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バトンをつなぐ　空き家ものがたり

空
き
家
は
大
切
な
資
源

　
宇
陀
市
は
、「
古
事
記
」
や
「
日
本
書
紀
」

等
の
歴
史
書
の
中
に
も
記
載
が
あ
る
く
ら
い

古
く
か
ら
あ
る
地
と
さ
れ
、
寺
社
仏
閣
も
多

く
歴
史
や
文
化
の
豊
か
さ
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
山
地
に
囲
ま
れ
た

豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
り
、
そ
こ
で
暮
ら
す

人
々
は
自
然
と
共
生
し
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
や
核
家
族
化
で
都
会
で
生
活
す
る
ス

タ
イ
ル
に
変
わ
っ
て
い
き
、
次
第
に
空
き
家

が
増
え
地
域
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
高
齢
化
率
が
高
く
、
将
来
空
き
家
に

な
る
可
能
性
が
高
い
「
空
き
家
予
備
軍
」
も

多
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
空
き
家
は
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
移
住
希

望
者
の
受
け
皿
に
も
な
り
得
る
地
域
資
源
で

も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
、
豊
富
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
ま

た
文
化
遺
産
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
宇
陀
市

に
魅
力
を
感
じ
、市
外
か
ら
移
住
し
た
い
と
、

空
き
家
を
求
め
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。だ

け
ど
空
き
家
が

　
　
　
　
足
り
て
い
な
い
？

バトンをつなぐ
空き家ものがたり

む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
・
・
・

人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
賑
や
か
な
家
が

あ
り
ま
し
た

�

月
日
が
な
が
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
大
き
く
な
り
離
れ
て
い
き

だ
れ
も
い
な
く
な
っ
た
家

さ
み
し
く
た
た
ず
ん
で
い
る
家

そ
こ
に
！
新
た
な
人
が
や
っ
て
き
た

ト
ン
ト
ン
ト
ン

リ
ズ
ム
が
聞
こ
え
る

�

空
き
家
だ
っ
た
家
は
立
派
な

お
店
に
な
り
ま
し
た
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空 き 家 情 報 バ ン ク へ の
利 用 者 登 録 と 物 件 登 録 数

だから宇陀市に住みたい！
　●自然が多く残っている
　●環境と地域の人がやさしい
　●子育てしやすそう
　●どこに出かけるのもアクセス良好
こんな空き家を探しています！
　▶庭つきの一軒家でのんびり過ごしたい
　▶近くに田畑があり農業をしてみたい
　▶家庭菜園で自給自足の生活をしたい
　▶ペットと一緒に暮らしたい
　▶賃貸でも購入でもどちらでもいい

空き家情報バンク登録者の声

空き家をお持ちの方へ
空き家情報バンク制度への登録ま
たは市内の宅地建物取引業者への
情報提供をお願いします。

お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

　
現
在
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
が
人
口

減
少
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
宇
陀
市

も
同
様
で
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
住
み

続
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
定
住
の
促
進
。

ま
た
、
市
外
か
ら
宇
陀
市
に
住
ま
い
を
移

し
て
い
た
だ
く
移
住
の
促
進
。
こ
の
よ
う

な
移
住
・
定
住
施
策
に
つ
い
て
、
様
々
な

人
、
団
体
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
日
々
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
市
内
に
点

在
す
る
空
き
家
に
着
目
し
、
空
き
家
の
利

活
用
を
通
じ
た
移
住
・
定
住
へ
の
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
分

か
っ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
空
き
家
を
所

有
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
実
に
様
々
な
お

悩
み
や
課
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
行

政
と
し
て
全
て
が
解
決
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
こ
の
機
会
に
ご

相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
振
興
課
で
は
、
宇
陀
を
定
住
先
・

移
住
先
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
の
進
行
に
よ
り
全
国
的
に

空
き
家
の
増
加
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
、
宇
陀

市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家
（
空

き
家
）
は
定
期
的
に
換
気
や
掃

除
を
し
な
い
と
急
速
に
老
朽
化

が
進
み
、
安
全
・
環
境
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
問
題
へ
と
派
生
し

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

空
き
家
も
元
は
家
族
が
暮
ら
し
、

た
く
さ
ん
の
想
い
が
詰
ま
っ
た

「
住
ま
い
」
だ
っ
た
は
ず
。

　
そ
し
て
、
自
然
豊
か
な
環
境

を
求
め
て
宇
陀
市
で
暮
ら
し
た

い
と
空
き
家
探
し
を
さ
れ
て
い

る
方
・
・

　「
住
ま
い
」
で
あ
っ
た
空
き
家

を
生
か
す
た
め
に
、
こ
う
し
た
方

に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
せ
ん
か
。

空き家情報バンクの登録と利用の流れ

N
P
O
法
人

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

借
り
た
い
方
・
買
い
た
い
方

貸
し
た
い
方
・
売
り
た
い
方

相談・問合せ

現地調査

登録申込

登録・情報発信

相談・問合せ

利用者登録

情報提供

物件見学

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

に
登
録
を
！

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
は
、
住
ま

な
く
な
っ
た
家
を
売
買
物
件
や
賃

貸
物
件
と
し
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
、「
家
を
貸
し
た
い
・

売
り
た
い
方
」
と
「
空
き
家
を
借

り
た
い
・
買
い
た
い
方
」
双
方
の

橋
渡
し
を
す
る
制
度
で
す
。

　

宇
陀
市
で
は
、
平
成
23
年
度
よ

り
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
を
開

始
し
、
令
和
２
年
度
に
空
き
家

の
所
有
者
と
空
き
家
の
利
用
者
が

ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で
き
る
仕
組
み

を
強
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
宇
陀
市
に
移
住
を

考
え
て
い
る
方
の
利
用
者
登
録
は
、

１
５
０
件
を
超
え
る
勢
い
で
伸
び
て

い
る
一
方
、
物
件
登
録
は
20
件
と
少

な
く
、
空
き
家
を
求
め
る
方
に
対
し

て
物
件
登
録
数
が
足
り
ず
選
択
肢
が

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

大
切
な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
家

を
、
必
要
と
す
る
方
に
バ
ト
ン
を
つ

な
ぎ
、
大
切
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
家
族
や
地
域
の
元
気
に
つ
な
が
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
た
め
に

調整・契約

地
域
振
興
課
長　
山
口

地
域
振
興
課 

主
幹　
林

地
域
振
興
課　
田
中

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
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　2022年3月号 　2022年3月号 45

バトンを受けた方々 市 内 で は 空 き 家 を 活 用 し 、 様 々 な 工 夫 で 素 敵 な 空 間 づ く り が 行 わ れ て い ま す 。
バ ト ン を 受 け 継 ぎ 、 起 業 さ れ た 方 々 を 紹 介 し ま す 。

DIY でこだわりの空間に
　古民家でカフェを開業したいと 10 年ぐらいかけて県内の
空き家を探していたところ、インターネットでこの古民家を
見つけました。景色が開けていてとても気に入っています。
　改修はフローリングや壁紙など自分たちでできるところは
DIY で行いました。工務店の方にもアドバイスをいただき、
こだわりのある家になりました。こだわりと言えば店で使う
器もこだわりのあるものです。皆さんお気に入りの店になる
ようにとの願いで chou chou（フランス語で「お気に入り」）
と名付けました。
　コロナ禍での開業は大変でしたが、近所の方にも声をかけ
ていただき、助けてもらっています。 川本 節子さん・憲司さん

　　【古民家カフェ chou chou（シュシュ）】
　 　 　 　 　 　 　 　  室生向渕

自然の中でカフェを営むため移住された川
本さんご夫妻。
築 200 年の古民家を改修し、市内県内の食
材を使った手作りケーキを提供するカフェ
を 2 月 2 日にオープンされました。

豊城 政幸さん・里佳さん
　　　　　　　　　　　　　　　【Hakkousha】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大宇陀本郷

代表の里佳さんと、製品開発担当の政幸さん。
自然の中で製品を作りたいと、兵庫県から移住さ
れ発酵食品の製造、販売事業をされています。

地域の方が先生です
　自然の中で発酵食品を作りたいと空き家を探していたところ、
導かれるように宇陀市に辿り着きました。
　地域の方が生きる力と知恵をもち、いろいろと工夫して暮ら
しておられ、私たちにとって皆さんが先生です。
　慣れない土地に住む私たちをさり気なく心遣いくださり、緩
やかなつながりの中で早い段階で馴染ませていただけました。
愛犬のハチも皆さんに可愛がっていただいています。
　宇陀市のウェルネス事業や薬草の取り組み、発酵に適した環
境や豊かな自然など可能性を秘めたまちだと感じています。

地域の
　賑わいのために
　地蔵の辻の市が立ち並んでいた
場所に、切妻屋根でも古市場界隈
では珍しい「妻入り」の明治初期
に建てられた築 100 年以上の古
民家が空き家になっていることを
知ったオーナーが、再び地域に賑
わいと活気が戻り、皆さんの憩い
の場になればと、購入してカフェ
へと改修しました。
　毎日近くの方が気軽に立ち寄っ
てくれています。

理想の空き家に
　　　出会いました
　店舗で飲食店をやっていましたが
コロナ禍の影響を受け、イベントで
の出店とテイクアウト中心へ転換し
ようと空き家を探していました。こ
こは倉庫付きで店舗と住宅を分ける
ことができ、理想的な物件でした。
　近所を歩いていると声をかけてく
れたり、野菜をいただいたり、親切
な方ばかりです。
　豊かな自然を活かすため鹿肉など
ジビエやトウキを使った料理を提供
する予定で、狩猟免許を取得しまし
た。地元の美味しいものを手軽に広
めたいです。

寺本 竹次さん・胡さん
　　　　　　 【三本松きっちん】
　 　 　 　 　 　 　 　 室生三本松
奈良市で飲食店を経営されてい
ましたが、業態転換のため新た
なキッチンを求めて移住。
3 月のジビエ料理を中心とした
テイクアウト専門店のオープン
に向けてご夫婦で準備中です。
店の看板は竹次さんがデザイン、
作成されたものです。

岡村 絵里さん
　　　　【星くらジビエ】
　　　　　　　室生砥取
保健師・看護師でもある
岡村さん。半自給自足の
生活がしたいとの思いか
ら、自ら狩猟・解体を始め、
鹿と自然を求めて移住。
さらに、ヘルシーで自然
の良い食材であるジビエ
を広めたいと、倉庫を改
修して狩猟体験と
鹿肉等を扱う専門
店をオープンされ
ました。

理想の狩場を求めて
　狩猟ができる場所を探していました。
初めて来たときに家の周りに鹿のフン
がたくさん落ちているのを見つけ「こ
こしかない！」と移住を決めました。
　雨漏りや風呂の故障など修理は大変
でしたが大家さんが好きにしていいと
仰ってくれているので今もあちこち修
理中です。
　最初は地域に溶け込めるか不安でし
たが、皆さん快く受け入れてくださり、
違和感なくお付き合いしています。店
舗改修の補助金も地域の民生委員さん
に教えていただきました。
　鹿が罠にかかったら声をかけてくれ
るなどいろいろ助けてもらっています。
　ジビエは苦手な方もおられますが、
きちんと処理すればとても美味しいで
すよ。

薄木 安代さん（スタッフ）

　【古民家カフェ「な・な・な」】
 　　　　　　　　菟田野古市場

南伊勢街道に面する古民家を改
修し、四季を通して訪れる方や
地域の方々の憩いの場となるカ
フェ。段差を極力なくし、展示や
様々な催しを開催できるコミュ
ニティスペースとしての利用も。
地元の野菜やブルーベリーなど
を使ったメニューを提供されて
います。
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